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 ① 課題分類 （１）測量事業・行政施策を支援する研究開発 

  （３）防災・環境保全に貢献する研究開発 
  （４）地球と国土に関する科学に寄与する研究開発 

 ② 研究開発 
  の背景・必 
  要性 

特別研究「GPS時系列データに含まれる誤差に関する研究」(H15-H17)においてG
EONETによるGPS座標時系列データに含まれる誤差を分析し、つくば基準点での
季節的上下変動の主たる機構のモデル化、観測網全体のスケール変動に対する要
因の解明に成功した。地球ダイナミクスに関する議論を進めるにはGEONETから
プレート運動をさらに高精度に推定する必要があるが、GPS時系列にいずれの場
所においてもみられる原因不明の季節的変動する誤差がその障害となっている。
そのため、その季節的変動誤差の原因を明らかにし、定量的な補正モデルの構築
する研究への発展が必要となっている。 

 ③ 研究開発 
  の目的・目 
  標 

GPS時系列データに含まれる季節的変動誤差の特性を定量的に評価し、それを補正する
物理モデルを構築する。 

 ④ 研究開発 
  の内容 

電離層遅延高次効果による測位誤差、対流圏遅延量残差による測位誤差、非潮汐
性海洋荷重による変形による測位誤差などについて、電離層電子密度データ、数
値気象データ、地球重力場変動データなどを活用して誤差特性の定量的評価を行
う。また、物理的補正モデルを用いた補正（対流圏遅延量残差については推定モ
デルの改良）を通じて誤差低減を図り、その定量的評価を行う。 

 ⑤ 研究開発 
  の方法、実 
  施体制 

補正モデル構築に必要な電離層電子密度データ、地球重力場変動データは、IGS（国
際汎地球衛星測位システム事業）、テキサス大宇宙研究センター(CSR)等で公開され
ているものを用いる。数値気象データについては日本気象業務支援センターから購入
するほか、その高精度化については気象庁の協力を得る予定である。補正モデル開発
とその評価は測地観測センターと連携を取りながら宇宙測地研究室研究官が主となっ
て行う。 

 ⑥ 研究開発 
  の種類 

 １．基礎研究  

 ⑦ 現在まで 
  の開発段階 

１． 研究段階  
要素技術として、非潮汐性海洋荷重による変形による測位誤差を地球重力場変動
モデルを用いて評価する手法、および電離層遅延高次効果による測位誤差を準解
析的に評価する手法の開発がすでに行われている。 

 ⑧ 想定され 
  る成果と活 
  用方針 

・ GPS解析結果の信頼性向上への貢献 
・ GEONET観測による地殻変動監視の信頼性向上への貢献 
・ 地震、火山活動に対する監視体制、防災対策への貢献 
・ 地球ダイナミクス解明への貢献 

 ⑨ 研究に協 
  力が見込ま 
  れる機関名 

気象庁、大学、IGS（国際汎地球衛星測位システム事業）、CSR(テキサス大宇宙研究セ
ンター)  

 ⑩ 関係部局 
  等との調整 

測地観測センター 

 ⑪ 備考 特になし 

                                            （必要に応じ、ポンチ絵等を添付する） 



GPS時系列データに含まれる季節的変動誤差の補正モデル構築に関する研究

GPS時系列データの季節的変動誤差がプレート運動の推定精度を制約している。

季節的変動誤差の物理モデル構築・補正手法の確立季節的変動誤差の物理モデル構築・補正手法の確立

電離層遅延高次効果による測位誤差

対流圏遅延量残差による測位誤差

非潮汐性海洋荷重による変形による
測位誤差

　季節的変動誤差の要因となる測位誤差の
　定量的評価

　定量的物理補正モデルの構築

電離層遅延高次項による測位誤差

地盤の荷重変形による測位誤差

対流圏遅延量残差に
よる測位誤差
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電子基準点（950140 長万部）における季節的変動

赤：観測
青：季節的変動

・プレート運動モデルの高精度化
・プレート間カップリング、内部変形推定　
高精度化

地球ダイナミクスの理解の高度化

陸側プレートから見た速度=
プレート間カップリングによる変形+プレート内部変形
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